
一
発
の
銃
弾
が
、
国
民
を
危
険
に
さ
ら
す

そ
の
後
請
願
者
を
代
表
し
て
鶴
見
佑
策
弁
護
士
（
第
一

法
律
事
務
所
）
か
ら
、
安
倍
政
権
が
強
引
に
推
し
進
め

る
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
は
、
明
確
に
憲
法
違
反
で

あ
る
こ
と
、
一
発
の
銃
弾
が
テ
ロ
を
生
み
、
国
民
の
命

を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
こ
と
、
将
来
は
徴
兵
制

に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
、
補
足
説
明
を
し
厳
し
く
批
判
。

区
議
会
と
し
て
意
見
書
の
採
択
を
求
め
ま
し
た
。

賛
成
少
数
で
継
続
審
査
へ

私
（
加
藤
ひ
ろ
し
）
は
、
請
願
者
に
「
平
和
安
全
関
連

法
案
が
国
民
の
５
～
６
割
が
反
対
を
し
、
８
割
近
く
が

今
国
会
で
の
採
択
に
反
対
し
て
い
る
声
を
あ
げ
て
い
る
、

こ
の
間
の
国
会
の
動
き
に
つ
い
て
憲
法
の
立
憲
主
義
の

視
点
か
ら
の
見
解
に
つ
い
て
」
「
本
日
開
会
さ
れ
て
い

る
委
員
会
で
の
採
択
を
求
め
る
思
い
に
つ
い
て
」
質
問

を
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
請
願
者
の
思
い
を
く
み
、

委
員
会
で
の
採
択
を
求
め
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
継

続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。

くらしや区政のご相談
お気軽にお電話ください
３５５１－６８２０（事務所）

３５３３－０５８３（自宅）

こんにちは

加藤ひろし
です
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７
月
23
日
（
木
）
開
会
の
企
画
総
務
委
員

会
に
於
い
て
、
第
二
回
定
例
会
で
付
託
を
受

け
て
い
た
請
願
第
一
号
「
日
本
を
戦
争
す
る

国
」
に
す
る
安
全
保
障
関
連
２
法
案
（
国
際

平
和
支
援
法
、
平
和
安
全
法
制
整
備
法
）
の

廃
案
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
請

願
」
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
（
請
願
の
全
文

は
裏
面
に
）

こ
の
請
願
は
、
今
年
６
月
24
日
に
、
新
日

本
婦
人
の
会
中
央
支
部
・
支
部
長
福
田
サ
ツ

子
さ
ん
他
９
名
（
団
体
）
の
方
よ
り
、
区
議

会
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
請
願
に

は
、
日
本
共
産
党
区
議
団
全
員
が
紹
介
議
員

に
な
り
ま
し
た
。

「

反
対
」
「
廃
止
」
「
慎
重
審
議
」
を

求
め
る
意
見
書
２
９
９
議
会
に

（
７
月
22
日
現
在
）

紹
介
議
員
を
代
表
し
て
、
日
本
共
産
党
の

奥
村
あ
き
子
議
員
が
、
本
請
願
の
内
容
紹
介

と
主
旨
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
奥
村
議
員
は

「
安
全
保
障
関
連
法
案
が
、
７
月
15
日
衆
院

安
保
法
制
特
別
委
員
会
で
自
民
党
・
公
明
党

両
党
に
よ
る
強
行
採
決
、
16
日
衆
議
院
本
会

議
で
可
決
し
た
こ
と
に
対
す
る
大
規
模
な
国

会
前
抗
議
行
動
や
、
安
保
関
連
法
案
に
反
対

す
る
国
民
の
運
動
は
、
地
方
議
会
も
巻
き
込

ん
で
、
戦
後
日
本
の
歴
史
の
な
か
で
も
、
か
っ

て
な
い
空
前
の
運
動
に
な
っ
て
い
る
」
こ
と

を
紹
介
し
、
本
請
願
へ
の
賛
同
を
求
め
ま
し

た
。

「『日本を戦争する国』にする安全保障関連法案の廃案を

求める意見書採択についての請願」採択見送り継続審査へ

戦争法案の衆院での強行採決後、マスメディ

ア５社が２０日までの連休中に発表した世論

調査で、内閣支持率が軒並み３割台に落ち込

むとともに、いずれも不支持率が支持率を上
回ったことが、分かりました（表）
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「
日
本
を
戦
争
す
る
国
」
に
す
る
安
全
保
障

関
連
二
法
案
（
国
際
平
和
支
援
法
、
平
和
安

全
法
制
整
備
法
）
の

廃
案
を
求
め
る
意
見

書
採
択
に
つ
い
て
の
請
願
（
請
願
第
一
号
）

★
請
願
者

中
央
区
湊
二
ー
九
ー
七

片
柳
ビ
ル

新
日
本
婦
人
の
会
中
央
支
部
・
支
部
長
福
田
サ
ツ
子

外

九

名

★
紹
介
議
員

小
栗
智
恵
子
議
員
・
志
村
孝
美
議
員
・
加
藤
博
司
議

員
・
奥
村
暁
子
議
員

★
（
請
願
主
旨
及
び
理
由
）

安
倍
内
閣
が
国
会
に
提
出
し
た
安
全
保
障
関
連
二

法
案(

国
際
平
和
支
援
法
、
平
和
安
全
法
制
整
備
法)

の
審
議
が
、
現
在
衆
院
安
全
保
障
関
連
特
別
委
員
会

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
会
で
審
議
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
こ
の
法
案
の

危
険
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
法
案
は
、
自
衛
隊
の
役
割
を
拡
大
し
て
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
米
軍
主
導
の
あ
ら
ゆ
る
戦
争
に
自

衛
隊
が
参
加
し
、
日
本
が
直
接
攻
撃
さ
れ
て
い
な
く

て
も
政
府
の
判
断
で
「
集
団
的
自
衛
権
」
を
行
使
し

て
米
軍
や
米
軍
主
導
の
多
国
籍
軍
を
支
援
す
る
た
め
、

自
衛
隊
を
海
外
派
兵
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

法
案
に
は
平
和
や
安
全
の
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す

が
、
自
衛
隊
が
地
球
規
模
で
戦
闘
の
場
に
行
っ
て
武

器
を
使
用
し
、
「
殺
し
殺
さ
れ
る
」
道
に
入
る
危
険

が
飛
躍
的
に
高
ま
り
ま
す
。

先
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
痛
苦
の
経
験
か
ら

「
二
度
と
戦
争
は
し
な
い
」
と
誓
っ
た
日
本
国
憲
法

の
平
和
原
則
を
根
本
か
ら
破
壊
す
る
も
の
で
す
。
憲

法
九
条
は
、
一
項
で
戦
争
を
放
棄
し
た
こ
と
に
加
え
、

二
項
で
戦
力
不
保
持
と
交
戦
権
の
否
認
を
定
め
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
歴
代
の
自
民
党
政
権
も
「
個
別

的
自
衛
権
」
は
認
め
た
も
の
の
「
集
団
的
自
衛
権
」

は
憲
法
上
行
使
で
き
な
い
と
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
法
案
は
、
こ
れ
を
覆
し
て
、
政
権
が
憲
法

解
釈
を
勝
手
に
変
え
て
「
集
団
的
自
衛
権
」
の
行
使

に
踏
み
込
む
も
の
で
あ
り
、
憲
法
改
定
手
続
き
と
国

民
主
権
を
無
視
し
、
憲
法
と
立
憲
主
義
を
踏
み
に
じ

る
暴
挙
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
法
案
が
通
れ
ば
、
戦
後
日
本
の
国
の

あ
り
方
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
て
日
本
が
「
海
外
で
戦

争
す
る
国
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

い
ま
、
こ
の
法
案
を
め
ぐ
っ
て
各
界
・
各
層
で
多

く
の
反
対
、
批
判
の
声
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

六
月
四
日
に
開
か
れ
た
衆
院
の
憲
法
審
査
会
で
は
与

党
の
推
薦
し
た
参
考
人
を
含
む
三
人
の
著
名
な
憲
法

学
者
が
そ
ろ
っ
て
こ
の
法
案
は
憲
法
違
反
だ
と
断
じ

ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
十
二
日
に
は
、
元
自
民
党
副
総
裁
の

山
崎
拓
氏
を
は
じ
め
、
戦
前
生
ま
れ
の
元
衆
院
議
員

ら
四
氏
が
記
者
会
見
し
、
安
全
保
障
関
連
法
案
に
つ

い
て
「
不
戦
国
家
か
ら
軍
事
力
行
使
国
家
へ
の
大
転

換
を
意
味
す
る
」
な
ど
と
反
対
表
明
す
る
な
ど
、
保

守
派
の
人
び
と
か
ら
も
反
対
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

す
。

す
べ
て
の
弁
護
士
が
強
制
加
入
す
る
日
本
弁
護
士

連
合
会
も
法
案
の
違
憲
性
を
強
く
訴
え
、
日
本
中
で

反
対
の
運
動
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
六
月

十
五
日
に
は
「
安
全
保
障
関
連
法
案
に
反
対
す
る
学

者
の
会
」
、
「
安
保
体
制
打
破

新
劇
人
会
議
」
が
そ

れ
ぞ
れ
記
者
会
見
し
、
法
案
に
反
対
す
る
ア
ピ
ー
ル

と
多
く
の
賛
同
者
を
発
表
し
ま
し
た
。

ど
の
メ
デ
ィ
ア
の
世
論
調
査
で
も
、
こ
の
法
案
へ

の
支
持
は
広
が
ら
ず
、
「
反
対
」
と
「
今
国
会
で
の

採
決
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
慎
重
審
議
を
」
の
声
を
あ
わ

せ
る
と
六
割
か
ら
八
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
倍
政
権
は
、
今
国
会

の
会
期
を
大
幅
に
延
長
し
て
で
も
成
立
さ
せ
よ
う
と

躍
起
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
民

主
主
義
国
家
と
し
て
許
さ
れ
る
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
戦
後
七
十
年
で
す
。
今
、
日
本
が
果
た

す
べ
き
役
割
は
、
憲
法
九
条
を
持
つ
平
和
国
家
と
し

て
武
力
だ
の
み
で
は
な
く
平
和
的
な
外
交
と
話
し
合

い
に
よ
っ
て
諸
国
間
の
紛
争
を
解
決
し
、
ア
ジ
ア
地

域
に
平
和
の
枠
組
み
を
作
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
中
央
区
と
し
て
は
、

そ
う
い
う
平
和
的
な
方
向
で
国
政
が
進
め
ら
れ
る
よ

う
政
府
に
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
上
の
こ
と
か
ら
貴
議
会
が
、
今
回
の
、
戦
争
に

つ
な
が
る
安
全
保
障
関
連
二
法
案
に
つ
い
て
今
国
会

で
採
決
せ
ず
、
廃
案
に
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
を

政
府
関
係
各
機
関
に
提
出
さ
れ
る
よ
う
請
願
い
た
し

ま
す
。
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